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数学Ⅰ 第 2 章 集合と命題 No.2 

学習のねらい 

様々な集合を理解し、ド・モルガンの法則について理解して覚えよう！ 

 

1.部分集合 

 2 つの集合𝑃 = {1、2、4}、𝑄 = {1、2、3、4、5} 
では、𝑃のどの要素も𝑄の要素になっている。⼀般に 
2 つの集合𝐴、𝐵において、𝐴のどの要素も𝐵の要素で 
ある時、すなわち「𝑥 ∈ 𝐴ならば𝑥 ∈ 𝐵」が成り⽴つと 
き、𝐴は𝐵の部分集合であるといい、𝐴 ⊂ 𝐵と表す。 
 このとき、𝐴は𝐵に含まれる、または𝐵は𝐴を含むという。 
 
注）右上図のような包含関係を表した図をベン図という。 
 
 No.1 の例で⾔うと、 

Mrs. GREEN APPLE⊂アーティスト 
ということである。 
 また、要素を 1 つも持たない集合も考える。この集合を空集合とい
い、記号𝜙で表す。また空集合は、どんな集合に対しても、その部分集
合であると約束する。 
 すなわち、任意の集合𝐴に対して、𝜙 ⊂ 𝐴とする。 
 
例）集合{1、2}の部分集合は、𝜙、{1}、{2}、{1、2}である。 

2.共通部分・和集合 

 2 つの集合𝐴、𝐵に対して、𝐴、𝐵どちらにも属 
する要素全体の集合を𝐴と𝐵の共通部分といい、 
𝐴⋂𝐵と表す。 

また、2 つの集合𝐴、𝐵に対して、𝐴、𝐵の少なく 
とも⼀⽅に属する要素全体の集合を𝐴と𝐵の和集合 
といい、𝐴⋃𝐵と表す。 
 
例）𝐴 = {3、6、9、12}、𝐵 = {2、4、6、8、10、12}において、 
  𝐴⋂𝐵 = {6、12} 
  𝐴⋃𝐵 = {2、3、4、6、8、9、10、12} 
 
3.全体集合・補集合 

 集合を考える時、例えば「⽇本の」などと、1 つの集合𝑈を最初に決
めて、要素としては𝑈の要素だけを、集合としては𝑈の部分集合だけを考
えることが多い。このとき、集合𝑈を 
全体集合という。また、全体集合𝑈の 
部分集合𝐴に対して、𝐴に属さない𝑈の 
要素全体の集合を𝑈に関する𝐴の補集合 
といい、𝐴で表す。また、𝐴⋂𝐴 = 𝜙、	

𝐴⋃𝐴 = 𝑈、𝐴 = 𝐴が成り⽴つ。 

 
4.ド・モルガンの法則 

𝐴⋃𝐵 = 𝐴⋂𝐵、𝐴⋂𝐵 = 𝐴⋃𝐵 
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♢問題 

1. (1)集合𝐴 = {1、2、4、8}と、集合𝐵 = {𝑥	|	𝑥は 4 の正の約数}の間に
成り⽴つ関係を、⊂ 、 =を⽤いて表せ。 

 				(2)集合{1、2、3}の部分集合を全て答えよ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2. 	 𝐴 = {2、3、5、7、11}、𝐵 = {1、3、5、7}、𝐶 = {1、2、3、4、5}

について、𝐴⋂𝐵⋂𝐶と𝐴⋃𝐵⋃𝐶を求めよ。	

	
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 𝑈 = {1、2、3、4、5、6、7、8、9}を全体集合とするとき、その部
分集合𝐴 = {2、4、6、8}、𝐵 = {3、6、9}について、次の集合を求め
よ。 

 (1)𝐴 (2)𝐵 (3)𝐴⋂𝐵 (4)𝐴⋃𝐵 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. 𝐴⋃𝐵 = 𝐴⋂𝐵、𝐴⋂𝐵 = 𝐴⋃𝐵がそれぞれ成り⽴つことを、ベン図を⽤

いて表せ。 
 
 
 
 
 
 
 
 


